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報道発表資料 
相談解決のためのテストからNo.143 

令和2年7月16日 

独立行政法人国民生活センター 

 

 消費生活センター等の依頼に基づいて実施した商品テスト結果をご紹介します。 

 

部品の取り付け不良により正常に動作しなかった超音波害虫駆除機 

 

１．依頼内容 

 「超音波害虫駆除機を購入したが全く効果がない。超音波が出ているか調べてほしい。」とい

う依頼を受けました。 

 

２．調査 

 当該品は、コンセントに差し込むと超音波を発生させ、「超音波で跳ね除ける」とうたった超

音波害虫駆除機でした（図 1）。 

図 1．当該品の外観および使用方法（イメージ） 

 

当該品の外観に異常はなく、コンセントに挿したところ、電源が入ったことを示す LEDが点

灯しました。当該品は 22～55kHzの超音波を発生するとあったことから、測定器を用いて調査

した結果、超音波の発生は確認されませんでした。そこで、分解調査したところ、回路基板上

の超音波を出力する端子が基板から剥離しており、スピーカーへ接続されていないことがわか

りました（写真）。この剥離していた出力端子とスピーカーを接続し、動作確認を行ったところ、

超音波（約 25kHz）が発生していることが確認されました（図 2）。 
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写真．分解調査 

 

  

図 2．超音波出力 

 

以上のことから、当該品は超音波の出力端子が基板から剥離していたことにより、超音波が

スピーカーへ出力されない状態であったと考えられました。 

 

３．解決内容等 
依頼センターがテスト結果を事業者に説明したところ、本体内部のはんだ付け処理について、

同様の事例がないよう工場と情報共有していくとのことでした。 
 

本件問い合わせ先 

商品テスト部：042-758-3165 

周波数 

波形ピークがない 

分解調査前 

周波数 

約 25kHzで波形ピークを持っている 

出力端子とスピーカーを接続したもの 

はんだが剥がれている 

基板上の剥離 内部の様子 
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